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ツバキ科のためチャドクガが発生するこ

とがある。発生初期の幼虫は日中、葉の

裏側に隊列を組んでいるので、比較的簡

単に除去できる。大きくなると拡散する

ので早期に駆除。 

花は新梢の葉腋につける。美しい自然樹

形を生かすよう剪定するとよい。落葉期

に枝抜き剪定にて樹形を整える。あまり

枝を横に広げないため狭い場所でもまと

めやすい。 

湿った腐植質に富む土壌を好む。西日を

受けると葉焼けを起こすため常緑樹など

を配して日差しを緩和。また、根元に直

射日光が当たらないようマルチング材な

どで覆うとよい。 
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姿 花 葉 
紅
葉 

黄
葉 

実 香 

○ ○ ○ ○ 

好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

シャラノキとも呼ばれるが、沙羅双樹は本種で

はなくフタバガキ科Shorea属の常緑高木。 

Memo 

樹形、樹肌、花、紅葉と四季を通じて観賞ポイ

ントが多く人気の樹。落葉期は、樹皮が薄く斑

に剥がれる樹肌と端正な自然樹形が観賞ポイン

トになる。株立樹は、シンボルツリーとしても

よく使われる。梅雨時に咲く白い一日花（1日咲

いて萎む花）は爽やかでとても印象的。 

生長：普通、幹肌が観賞ポイント 特 記 

ツバキ科（APGⅢ） 科 名 

落葉／中高木／木本植物／在来種 

ナツツバキ（シャラノキ） 

   [ 夏椿（沙羅） ]  
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